
自然を生かし、新たな賑わいを。

長崎県大村市



自然を生かした新たな賑わい創出事業

•素通りのまち（隣接の観光地（長崎市、佐世保市など）へ観光客が直行）
•観光消費額が少ない。（日帰り客多数。昼間滞在時間は短い。）
•観光コンテンツである開花時期（桜や花菖蒲）や農産物の収穫時期が限定的。

• 長崎県中部に位置する。人口約１０万人。
• 長崎空港、西九州新幹線、高速道路ICを有し、交通利便性が高い。
• 東に多良山系の山々、西は大村湾を有し、水と緑と花の自然が豊かな町。
• 日本さくらの名所１００選、九州最大級の花菖蒲園を有する大村公園がある。
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• 市内を訪れ、周遊することで滞在時間を延長
• 誘客プロモーションによる観光客数及び観光消費額を増加
• 観光関連事業者や地元農林漁業事業者等の所得向上
• 自然に親しむことによる環境保全意識の向上
• 観光地としての大村市全体のイメージアップ、地元の食を楽しむ場、環境づくり

事業の
目的

これまで
の取組

• 自然共生型アウトドアアクティビティ施設の整備
• 観光客周遊のための移動支援、相乗りタクシーの活用
• 大村の自然をテーマ にしたイベント、講演会やワークショップの開催

事業
内容
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得られる
成果等

寄附を
する

メリット等

「素通りのまち」からの脱却
重要業績評価指標（KPI） （３年計画）
①地域における観光消費額（+10.7億円）
②観光客数（+317千人）
③延べ宿泊者数（+33千人）
④アクティビティ施設年間利用者（+9,557人)
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• 市HPや広報誌等を活用し、ご寄付の公表及び企業HPへのリンク掲載
• 目録贈呈式・感謝状贈呈式の開催
• 地域課題解決への貢献による企業イメージアップ

連絡先 ０９５７－５３－４１１１
観光振興課 (内線242) kankou@city.omura.nagasaki.jp
（本事業に関すること）
企画政策課 政策グループ (内線229) kikaku@city.omura.nagasaki.jp
（企業版ふるさと納税制度全般に関すること）


